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令和元年第８回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 皆さんおはようございます。ただいまより本日の会議を開きます。ただいまの
出席議員は１２名で会議は成立いたします。

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は会議規則第１
２２条の規定によって、１１番松澤議員、１番金谷議員を指名いたします。
日程第２、議案第１号教育委員の任命についてを議題とします。提案理由の説
明を求めます。町長。

町長 それでは議案第１号１ページでございますが、教育委員の任命についてご説明
を申し上げます。平取町教育委員会委員に次の者を任命したいので同意を求め
るものでございます。同意を求める方は、住所、沙流郡平取町字貫気別２４０
番地６、氏名、本間稔浩氏でございます。生年月日は昭和３５年３月１０日生
まれの５９歳でございます。この教育委員の同意につきましては、任期満了に
より引続き同意を求めるものでございます。次のページをお開き願います。経
歴概要については以下の記載のとおりでございますけれども、ご覧のとおり数
多くの公職を歴任され活躍をされてございます。特に下から２行目の平成１９
年１１月１０日から現在まで、平取町教育委員会委員として４期１２年活躍さ
れておりまして、そのうち委員長として平成２２年１０月４日から平成２８年
３月３１日までの５年５カ月間教育の振興のためにご尽力をいただいてござい
まして、１１月９日をもって任期満了となりますので、継続して同意を求める
ものでございます。人格識見も高く適任者でございますので、ご審議のほどよ
ろしくお願い申し上げます。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について、任命同意する
ことに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第２議案第１号教育委員の任命については任命同意
することに決定しました。
日程第３、議案第２号平取町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する
条例についてを議題とします。提案理由の説明を求めます。税務課長。

税務課長 議案第２号平取町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例につい
てご説明申し上げます。議案書３ページをご覧ください。平取町税条例等の一
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部を改正する条例の一部を改正する条例について、地方自治法第９６条の規定
に基づき議会の議決を求めようとするものであります。次ページをご覧くださ
い。平取町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例です。今回改
正する理由ですが平成２８年度税制改正大綱におきまして社会課税が大幅に見
直され、その中で消費税率１０％引き上げに伴う措置として本年１０月１日か
ら自動車取得税を廃止し、環境性能課税、環境性能割ですがこれが導入される
ことになりました。この平成２８年度税制改正大綱によりまして地方税法が改
正され、平成２９年３月定例議会におきまして法改正に伴う町税条例等の改正
をしております。この時に議決いただきました町税条例等の一部を改正する条
例では、軽自動車税にかかる改正について施行年月日が本年１０月１日として
おります。今回、この施行に合わせまして特例にかかる改正が必要となりまし
たので、既に議決いただきました平成２９年平取町条例第３号であります平取
町税条例等の一部を改正する条例を今議会におきまして一部を改正するもので
あります。それでは条文を説明いたします。町税条例等の一部を改正する条例
の一部改正、第１条平取町税条例等の一部を改正する条例、平成２９年条例第
３号の一部を次のように改正する。附則第１５条の４を、附則第１５条の５、
附則第１５条の３を附則第１５条の４とし、附則第１５条の２の２の次に、次
の１条を加える。第１５条の３、軽自動車税の環境性能割の減免の特例、附則、
第１５条の３の次に次の１条を加える。第１５条の３－２、軽自動車税の環境
性能割の非課税の特例。追加するこの２条は、軽自動車税環境性能割の非課税
及び減免の規定を追加するもので、軽自動車税環境性能割の賦課徴収につきま
しては当分の間、市町村にかわり北海道が自動車税環境性能割の賦課徴収の例
により行うこととされているため、非課税及び減免の対象範囲は全道統一であ
ることが望ましいということから、軽自動車税環境性能割の非課税及び減免の
規定につきましては町が税条例で対象範囲を制定し、北海道の規定する自動車
税環境性能割と同様の取り扱いとするという形規定でございます。また附則第
１５条の２の２ですが、これにつきましては軽自動車税の環境性能割の賦課徴
収の特例の規定でありまして、これも法改正の新設によりまして加えられた１
条であります。本年５月２７日開催の町議会臨時会におきまして、町税条例等
の一部改正で議決をいただいた１条でございます。附則としまして施行期日、
第１条この条例は令和元年１０月１日から施行する。以上で説明を終了いたし
ます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
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（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第３、議案第２号平取町税条例等の一部を改正する
条例の一部を改正する条例については原案のとおり可決いたしました。
日程第４、議案第３号職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
を議題とします。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第３号職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について、ご説明い
たしますので議案６ページをお開きください。職員の旅費に関する条例の一部
を改正するものであります。８ページの新旧対照表をお開き願います。一部改
正の理由は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための
関係法律の整備に関する法律が今年の６月１４日に公布されたことに伴い、地
方公務員法が改正されたことに伴い改正するものです。「職員の旅費に関する条
例」の中に第２条において旅費の支給に関する条文がありますが、この３号の
主旨は、地方公務員法の１６条、２９条の事由及びこれにより退職した場合は
旅費を支給しないという条項ですが、このたびの地方公務員法の改正により、
地方公務員法第１６条の「欠格条項」の第１号の「成年被後見人又は被保佐人」
という号が削除されることとなり、第２号以降の号が繰り上がるため、新旧対
照表の右側の現行ではアンダーラインのとおり条例の第２条の３項で「第２号
から第５号まで」とうたわれていますが、１号がなくなることにより改正案の
とおり「各号」に改正するものです。この条例につきましては議案の７ページ
の附則で施行期日を定めておりますが、「成年被後見人等の権利の制限に係る措
置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律」の中で、公布の日か
ら起算して６ヶ月を経過した日と定められていることから令和元年１２月１４
日からとしております。以上、議案第３号「職員の旅費に関する条例の一部を
改正する条例」についてご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願
いいたします

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。８番井澤議員。

８番
井澤議員

今、課長の説明の中で職員の欠格条項うんぬんのことがあったんですが、ちょ
っとご説明いただければと思います。

議長 総務課長。

総務課長 地方公務員法の第１６条の欠格条項ですけども、これについては５号ありまし
て先ほど言いました成年被後見人等含めて５つありますけれすけども、この場
合には競争試験もしくは選考を受けることができないということでこの５号に
ついては、一つ目が先ほど言いました成年被後見人または被保佐人、二つ目が
禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またその執行を受けること
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ができなくなるまでの者、三つ目が当該地方公共団体において懲戒免職の処分
を受け当該処分の日から２年を経過しない者、四つ目が人事委員会または公平
委員会の委員の職であった第５章に規定する罪を犯し刑に処された者、五つ目
が日本国憲法施行の日以降において、日本国憲法又はその下に成立した政府を
暴力で破壊することを主張する政党と政党その他の団体を結成し又はこれに加
入した者というかたちになってますんで、この者については旅費を支給しない
というかたちになっています。

議長 よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。
（質疑なしの声）
質疑を終了いたします。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第４、議案第３号職員の旅費に関する条例の一部を
改正する条例については原案のとおり可決しました。
日程第５、議案第４号平取町給水条例の一部を改正する条例についてを議題と
します。提案理由の説明を求めます。建設水道課長。

建 設水 道
課長

議案書９ページになります。議案第４号、平取町給水条例の一部を改正する条
例についてご説明申し上げます。令和元年１０月１日より消費税率が１０％に
引き上げられることから、町の条例において定める消費税率を改正するもので
ございます。新旧対照表で説明いたしますので１１ページをご覧願います。第
４条第２項において設計手数料「１００分の１０８」を「１００分の１１０」
に、第８条第３項において検査手数料を「１００分の１０８」を「１００分の
１１０」に、第２６条において水道料「１００分の１０８」を「１００分の１
１０」に、それぞれ税率を改正いたします。なお附則１におきまして施行年月
日を令和元年１０月１日とし、２において水道料金の請求行為が実際に使用し
た月の翌月請求になることから、経過措置といたしまして令和元年１０月１日
としております。以上ご説明申し上げましたのでご審議のほどよろしくお願い
します。

議長 これから質疑を行います。質疑はありますか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
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（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第５、議案第４号平取町給水条例の一部を改正する
条例については原案のとおり可決いたしました。
日程第６、議案第５号工事請負契約の締結についてを議題とします。提案理由
の説明を求めます。建設水道課長。

建 設水 道
課長

議案書１２ページをご覧願います。議案第５号、工事請負契約の締結について
ご説明申し上げます。この工事につきましては８月２８日に入札を執行いたし
ましたが、議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例
に基づき議会の議決を得ようとするものでございます。工事名、仁世宇川沿線
仁世宇１号橋橋梁下部工事、工事場所、沙流郡平取町字仁世宇工事概要につき
ましては、土工一式、橋台工一式、法覆護岸工一式、請負金額につきましては
５４４５万円、請負契約者は沙流郡平取町本町４４番地、株式会社五十嵐工業、
代表取締役 五十嵐千津雄氏でございます。なお工期につきましては、令和２
年３月２７日でございます。この工事における入札参加者は、日新建設株式会
社、株式会社小林組、株式会社五十嵐工業、株式会社平村建設、有限会社楠建
設の５者でございます。なお落札率につきましては９７％でございました。以
上、ご説明申し上げましたのでご審議のほどよろしくお願いします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第６、議案第５号工事請負契約の締結については原
案のとおり可決しました。
日程第７、議案第８号工事請負契約の締結についてを議題とします。提案理由
の説明を求めます。建設水道課長。

建 設水 道
課長

本日追加議案になります。議案第８号工事請負契約の締結についてご説明申し
上げます。この工事につきましては９月１１日に入札を執行いたしましたが、
議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例に基づき議
会の議決を得ようとするものでございます。工事名、旧町立病院外解体工事、
工事場所、沙流郡平取町本町６７番地１、工事概要につきましては鉄筋コンク
リート造２階建て旧町立病院外付属建物、寮、住宅等の解体でございます。請
負金額１億３４２０万円、請負契約者、沙流郡平取町本町４４番地、株式会社
五十嵐工業、代表取締役 五十嵐千津雄氏でございます。なお工期につきまし
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ては令和２年３月２０日でございます。本工事における入札参加者は、日新建
設株式会社、株式会社小林組、株式会社五十嵐工業、有限会社楠建設の４者で
ございます。落札率につきましては９７．９％でございました。以上、ご説明
申し上げましたのでご審議のほどよろしくお願いします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第７、議案第８号工事請負契約の締結については原
案のとおり可決しました。
日程第８、報告第１号専決処分報告についてを議題とします。内容について説
明を求めます。総務課長。

総務課長 報告第１号「専決処分報告」についてご説明いたしますので、議案書５０ペー
ジをお開きください。令和元年度平取町一般会計補正予算について、専決処分
いたしましたので地方自治法第１７９条第３項の規定により、議会に報告し承
認を求めるものでございます。５２ページをお開き願います。令和元年度平取
町一般会計補正予算（第５号）は次に定めるところによるとするものでありま
す。第１条歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ
３０万円を追加し歳入歳出予算の総額を６２億４５９６万円にしたものです。
第２項で、歳入歳出予算の補正における款項の区分及び当該区分ごとの金額並
びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によるとする
ものであります。それでは、「歳入歳出予算事項別明細書」の歳出からご説明い
たしますので５６ページをお開きください。科目は４款１項４目環境衛生費１
節報酬有害鳥獣捕獲ハンター出動報酬３０万円です。これは行政報告で報告が
あったように、町営牧野において牛がヒグマに襲われたことによるもので、ヒ
グマの習性として獲物に対する執着がとても強いことからその対策として猟友
会による付近の警戒パトロールを実施するための費用として１０日間のハンタ
ー出動報酬を予算措置したものです。歳出は以上です。次に、歳入について５
５ページをご覧ください。科目は２０款１項１目１節繰越金前年度繰越金、金
額３０万円で、今回の補正に関して必要となる財源を平成３０年度の繰越金か
ら求めようとするものでございます。以上、地方自治法の規定により牛や人間
への被害の拡大も予想され対応に急を要することから、地方自治法第１７９条
第１項の規程により９月４日に町長による専決処分を行ったもので、同条第３
項の規定によりその後に開かれた直近の議会である本定例会においてこれを報
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告し、承認を求めようとするものであります。以上、報告第１号専決処分報告
について、ご説明申し上げましたのでご承認下さるようよろしくお願いいたし
ます。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はございませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告どおり承認
することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第８、報告第１号専決処分報告については報告のと
おり承認しました。
日程第９、報告第７号専決処分報告についてを議題とします。内容について説
明を求めます。総務課長。

総務課長 報告第７号「専決処分報告」についてご説明いたしますので、本日配付をいた
しました報告第７号を用意願います。令和元年度平取町一般会計補正予算につ
いて専決処分いたしましたので、地方自治法第１７９条第３項の規定により議
会に報告し承認を求めるものでございます。３ページをお開き願います。令和
元年度平取町一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによるとする
ものであります。歳入歳出予算の補正でありますが、歳入歳出予算の総額にそ
れぞれ３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を６２億４６２６万円にしたも
のです。第２項で歳入歳出予算の補正における款項の区分及び当該区分ごとの
金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による
とするものであります。それでは、「歳入歳出予算事項別明細書」の歳出から説
明いたしますので７ページをお開きください。科目は４款１項４目環境衛生費
１節報酬有害鳥獣捕獲ハンター出動報酬３０万円です。これは、先に専決処分
を行った町営牧野における猟友会による付近の警戒パトロールについてです
が、当初のパトロール期間の１０日間が経過し９月１３日に引き続きパトロー
ルを実施することとしたことから、費用として更に１０日間のハンター出動報
酬を予算措置したものです。歳出は以上です。次に、歳入について６ページを
ご覧願います。科目は２０款１項１目１節繰越金前年度繰越金、金額３０万円
で今回の補正に関して必要となる財源を平成３０年度の繰越金から求めようと
するものでございます。以上、地方自治法の規定により牛や人間への被害の拡
大も予想され、対応に急を要することから、地方自治法第１７９条第１項の規
程により９月１３日に町長による専決処分を行ったもので、同条第３項の規定
によりその後に開かれた直近の議会である本定例会においてこれを報告し、承
認を求めようとするものであります。以上、報告第７号専決処分報告について、
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ご説明申し上げましたのでご承認下さるようよろしくお願いいたします。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はございませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について報告どおり承認
することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第９、報告第７号専決処分報告については報告のと
おり承認しました。
日程第１０、議案第６号平成元年度平取町一般会計補正予算第７号を議題とし
ます。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 議案第６号「令和元度平取町一般会計補正予算（第７号）」につきまして、ご説
明いたしますので１３ページをお開きください。令和元年度平取町一般会計補
正予算（第７号）は、次に定めるところによるものとします。第１条歳入歳出
予算の補正ですが、歳入歳出にそれぞれ７０４０万４千円を追加し、歳入歳出
の総額をそれぞれ６３億１６６６万４千円にしようとするものです。第２項で、
歳入歳出予算の補正における款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後
の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によるものとしています。
また、第２条で地方債の変更は、「第２表地方債補正」によることとしておりま
す。それでは、「歳入歳出予算事項別明細」の歳出から説明いたしますので２３
ページをお開きください。上段科目は２款２項１目税務総務費２３節償還金、
利子及び割引料過年度還付金９３万円の増額です。これは法人町民税額が確定
申告で確定し、予定申告により納付された税額が多かったことから還付が生じ、
その還付額が予算額を大きく上回ることから、これまでの還付金と今後の見込
み額を試算し予算不足見込み額を補正するものです。充当する財源につきまし
ては前年度繰越金を充当するものです。続きまして、下段の３款１項１目社会
福祉総務費１３節委託料、障がい者自立支援給付システム改修委託料９２万７
千円の追加、１９節負担金、補助及び交付金アイヌ文化国際交流事業補助金１
９７万円の増額、２３節償還金、利子及び割引料１７７万５千円の追加補正で、
内訳は障害者医療費国庫負担金返還金６０万８千円、障害者自立支援給付費国
庫負担金返還金９６万１千円、障害者医療費道負担金返還金１０万１千円、障
害者自立支援給付費道負担金返還金１０万５千円となっています。まず、１３
節障がい者自立支援給付システム改修委託料の予算の補正につきましては、消
費税改定に伴う報酬改定等へ対応するため、障害者自立支援給付審査支払シス
テムの改修が必要となることからその改修費を予算補正するものです。財源と
しては、国からの補助金７６万７千円と前年度繰越金となっています。１９節
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負担金、補助及び交付金アイヌ文化国際交流事業補助金の増額につきましては、
平取町・二風谷国際先住民族フォーラムを１０月５日～６日に開催をいたしま
すが、開催に際しラグビーワールドカップの期間中ということもあり、海外ゲ
ストの航空チケットが当初予定した額より全体的に高騰していることや、通訳
の謝礼・翻訳料などの経費が増加したことから予算を補正するものです。財源
としては、当初予算と同様にふるさと寄附金を充当するものです。２３節償還
金、利子及び割引料の障害者医療費と障害者自立支援給付費の国と道の負担金
の返還金につきましては、障害者医療費の公費負担額が計画を下回ったことや、
障害者福祉サービス等の利用実績が計画を下回ったことから、補助金の精算に
より返還金が発生したため予算を補正するものです。財源につきましては、前
年度繰越金を充当するものです。次に２４ページをお開きください。上段の３
款１項２目老人福祉費２８節繰出金介護保険特別会計繰出金３４７万６千円の
増額です。これは、介護保険法施行令の一部改正に伴い、消費税率の引上げに
よる増収分を財源として、低所得者の介護保険料の軽減を行うこととされ、そ
の財源について繰出しを行うもので、充当財源につきましては２分の１の国の
負担金、４分の１の道の負担金と町が４分の１負担することとなっております。
町負担の充当財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。続きま
して、下段３款１項９目ふれあいセンター管理費１５節工事請負費３４６１万
４千円につきましては公共施設省エネルギー化設備等導入事業により実施する
ものですが、この事業につきましては第１次応募申請では不採択となり、第２
次応募申請では複数年申請が認められないということになったことから事業実
施年度は来年度を予定しておりましたが、ふれあいセンターびらとりについて
前倒しで実施することとし予算を補正するものです。第２次応募申請につきま
しては９月４日に事業が採択されたことから、今回これらに関する予算につい
て補正をするものです。充当する財源につきましては、地方債は過疎債を予定
し、その他財源につきましては、環境イノベーション情報機構からの補助金で
事業費に対して３分の２の割合で交付される二酸化炭素排出抑制対策事業費等
補助金を充当し、一般財源につきましては、前年度繰越金を充当するものです。
次に２５ページをご覧ください。上段の３款２項２目児童措置費１３節委託料
保育システム改修委託料４６２万４千円の増額です。これは、１０月から幼児
教育・保育の無償化が実施されることに伴い、保育システムの改修が必要なこ
とから当初予算では７０万円の予算措置をしておりましたが、予算を増額しシ
ステム改修を実施するものです。充当財源につきましては全額、国の補助金で
実施することになります。続きまして、下段９款２項１目学校管理費１５節工
事請負費平取小学校省エネルギー化設備導入工事４００万６千円の増額です。
これは、先程、ふれあいセンターびらとりの工事でも説明しましたが第１次応
募が不採択となり、第２次で応募申請し採択となったことから工期が大きく短
縮される見込みと成り、休日・夜間の工事が増加し、労務単価等が割増しとな
ったことから予算を増額するものです。充当財源につきましては、地方債は過
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疎債を充当し、その他財源はふれあいセンターびらとり同様、環境イノベーシ
ョン情報機構の補助金、一般財源につきましては前年度繰越金を充当するもの
です。次に２６ページをお開きください。９款４項２目公民館費１５節工事請
負費中央公民館省エネルギー化設備導入工事１２６万５千円の増額です。これ
につきましても平取小学校と同様、工期が大きく短縮される見込みとなり、休
日・夜間の工事が増加し、労務単価等が割増しとなったことから予算を増額す
るものです。充当財源につきましては、同様に地方債３分の２の補助金、一般
財源は前年度繰越金を充当しております。続きまして、下段９款５項２目体育
施設費１５工事請負費町民体育館等省エネルギー化設備導入工事１３３１万７
千円の増額です。これは、当初は町民体育館と振内青少年会館の２箇所を予定
しておりましたが、ふれあいセンターびらとりと同様に第２次応募申請では複
数年申請が認められないということになったことから、事業実施年度は来年度
を予定しておりましたが貫気別町民センターを追加し実施するものです。合わ
せて町民体育館、振内青少年会館につきましても、工期が短縮されることから
労務単価等により増額となるものです。充当財源につきましては他の施設同様、
過疎債、補助金、一般財源につきましては前年度繰越金を充当しております。
次に２７ページの上段、１０款２項２目農業施設災害復旧費１１節需用費修繕
料３５０万円の追加補正です。これは８月８日から９日にかけての降雨により
２４時間雨量がニセウ観測所において８４㎜を記録し、振内町１箇所、幌毛志
１箇所において、沢兼用の農業用排水路に土砂埋積被害が発生しました。また、
８月１６日から１７日にかけての降雨により、２４時間雨量が旭観測所におい
て１０４㎜を記録し、貫気別１箇所において沢兼用の農業用排水路に土砂埋積
被害が発生しております。今後の降雨等による農地への被害拡大を防ぐ為に３
箇所の災害復旧のための修繕工事を実施するものです。いずれも復旧工法とし
ましては、堆積土砂を除去し搬出を予定しています。充当財源としては単独復
旧事業債充当率６５％の起債と、その他については一般財源を充当するもので
す。歳出は以上です。続きまして、歳入につきまして１８ページをお開きくだ
さい。上段科目は１５款１項１目民生費国庫負担金１節社会福祉費負担金、介
護保険低所得者保険料軽減負担金１７３万８千円の増額です。これは歳出の２
４ページ上段で説明をいたしました消費税による公費を投入して低所得者の介
護保険料の軽減を行うこととされた介護保険料の軽減分に対する国の負担分
で、低所得者保険料軽減分の国の負担分２分の１、１７３万８千円を見込んで
います。次に下段１５款２項２目民生費国庫補助金１節社会福祉費補助金、障
害者総合支援事業補助金７６万７千円の増額です。これは、歳出の２３ページ
下段でご説明いたしました障がい者自立支援給付システム改修委託料に対する
補助金ですが、消費税改定に伴う改修に対しては事業費の２分の１、就学前の
障がい児の発達支援の無償化への対応に伴う改修に対しては事業費の１０分の
１０の補助金を合わせて７６万７千円を見込んでいます。次に２節児童福祉費
補助金４６２万４千円の追加です。これは、歳出２５ページ上段の幼児教育・
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保育の無償化に伴うシステム改修に対する国の補助金となっており、当初予算
においての補助金名は幼児教育無償化に伴う事業費補助金としていましたが、
正式に補助要項が確定し子ども・子育て支援事業補助金となったことから、当
初の補助金を減額し標記のとおりの補助金としています。交付率は１０分の１
０となっています。次に１９ページ上段、１６款１項１目民生費道負担金１節
社会福祉費負担金、介護保険低所得者保険料軽減負担金８６万９千円の増額で
す。これは民生費の国庫負担金と同様、低所得者の介護保険料の軽減を行うこ
ととされた介護保険料の軽減分に対する道の負担分で、低所得者保険料軽減分
の道の負担分４分の１、８６万９千円を見込んでいます。次に下段１９款１項
３目平取町ふるさと応援基金繰入金１節平取町ふるさと応援基金繰入金１９７
万円の追加です。これは、歳出の２３ページ下段で説明をいたしましたアイヌ
文化国際交流事業補助金に充当するものです。次に２０ページをお開きくださ
い。上段２０款１項１目繰越金１節繰越金前年度繰越金５１６万７千円の増額
です。今回の補正に関して国庫負担金、国庫補助金、道負担金、基金繰入金、
雑入、起債の特定財源を充当し、不足となる財源を平成３０年度繰越金から求
めようとするものです。次に下段、２１款５項１目雑入２節雑入、二酸化炭素
排出抑制対策事業費等補助金３５４６万９千円の追加です。これは歳出の２４
ページ以降でふれあいセンターびらとり、平取小学校、中央公民館、体育施設
等説明しました省エネルギー化の設備導入工事に対して、一般財団環境イノベ
ーション情報機構からの補助金で事業費の３分の２が補助されます。次に２１
ページをご覧ください。上段２２款１項２目民生債１節民生債ふれあいセンタ
ーびらとり省エネルギー化設備導入事業１１５０万円の追加です。これは歳出
の２４ページ下段で説明をしたに標記事業に対してその財源を過疎債に求める
ものです。過疎債につきましては、元利償還金に対して交付税の基準財政需要
額に７０％算入されるものです。次に下段２２款１項８目教育債１節学校施設
省エネルギー化設備導入事業１３０万円、中央公民館省エネルギー化設備導入
事業４０万円、町民体育館等省エネルギー化設備導入事業４４０万円、合計６
１０万円となっています。これはふれあいセンターびらとり同様、その財源を
過疎債に求めるものです。次に２２ページをお開きください。２２款１項１０
目災害復旧事業債２節農林水産業施設災害復旧事業債、単独災害復旧事業２２
０万円の増額です。これは歳出２７ページでご説明いたしました単独災害復旧
事業に対して災害復旧事業債にその財源を求めるもので、元利償還額に対して
交付税措置がされることになっております。歳入歳出事項別明細書については
以上です。次に１６ページ「第２表地方債補正」をお開きください。第２表「地
方債補正」は、起債の目的、補正前の限度額と補正後の限度額、起債の方法、
利率、償還の方法をそれぞれ明示したものでございます。先程、２１～２２ペ
ージご説明したとおり本補正予算における起債の目的は、一つ目は「平取小学
校省エネルギー化設備導入事業」で、限度額を補正前の４５０万円から補正後
は５８０万円とし、二つ目は「中央公民館省エネルギー化設備導入事業」で、
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限度額を補正前の６８０万円から補正後は７２０万円とし、三つ目は「町民体
育館等省エネルギー化設備導入事業」で、限度額を補正前の７５０万円から補
正後は１１９０万円とし、四つ目は「災害復旧事業」で限度額を補正前の５４
６０万円から補正後は５６８０万円とし、五つ目は「ふれあいセンターびらと
り省エネルギー化設備導入事業」で、今回新たに１１５０万円にしようとする
ものです。次に２８ページの「地方債の前前年度末における現在高並びに前年
度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書」をご覧ください。
前前年度の平成２９年度末現在高、前年度の３０年度末の現在高見込額、並び
に当該年度・令和元年度末の現在高見込みにつきましては、それぞれ記載のと
おりです。以上、議案第６号「平取町一般会計補正予算（第７号）」について、
ご説明申し上げましたので、ご審議の程、よろしくお願いいたします。

議長 説明が終わりましたのでこれより質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。本案について原案のとおり決定することに賛成の方は挙
手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１０、議案第６号令和元年度平取町一般会計補正
予算第７号は原案のとおり可決しました。
日程第１１、議案第９号令和元年度平取町一般会計補正予算第８号を議題とし
ます。提案理由の説明を求めます。総務課長。

総務課長 それでは議案第９号「令和元度平取町一般会計補正予算（第８号）」につきまし
て、ご説明いたしますので本日配付をいたしました追加議案を用意願います。
令和元年度平取町一般会計補正予算（第８号）は次に定めるところによるもの
とします。第１条歳入歳出予算の補正ですが、歳入歳出にそれぞれ５５９万６
千円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ６３億２２２６万円にしようとする
ものです。第２項で歳入歳出予算の補正における款項の区分及び当該区分ごと
の金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」によ
るものとしています。また第２条で、地方債の変更は、「第２表地方債補正」に
よることとしております。それでは、「歳入歳出予算事項別明細書」の歳出から
説明いたしますので６ページをお開きください。上段科目は２款１項９目企画
費１３節委託料デマンドバス運行業務委託料４７２万１千円、１４節使用料及
び賃借料デマンドバス使用料８７万５千円の増額です。これは、当初予算では
９月末をもって他の公共交通に統合することとして６か月分を計上していまし
たが、関係機関との協議の結果、機能を拡大し継続することとしたことから１
０月～来年３月までの６ヶ月、本町地区、振内地区の２台分の運行にかかる業
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務委託料とデマンドバス車両の使用料２台分の費用について予算を補正するも
のです。車両につきましてはこれまでの７人乗り車両から１５人乗り車両への
変更することとし、合わせてアイヌ文様のラッピングを施す予定としているこ
とから、車両使用料がこれまでと比べ高額になっています。充当する財源につ
きましては地方債の過疎債と前年度繰越金を充当するものです。なお、この事
業につきましてはアイヌ政策推進交付金が決定次第、充当財源を振り替える予
定をしております。続きまして歳入につきまして５ページをお開きください。
上段科目は２０款１項１目繰越金１節繰越金、前年度繰越金９万６千円の増額
です。今回の補正に関して地方債の特定財源を充当し不足となる財源を平成３
０年度繰越金から求めようとするものです。次に下段２２款１項１目総務債１
節総務債、地域公共交通活性化事業５５０万円の増額です。これは歳出の６ペ
ージで説明をした標記事業に対して、その財源を過疎債に求めるものです。歳
入歳出事項別明細書については以上です。次に３ページ「第２表地方債補正」
をお開きください。第２表「地方債補正」は、起債の目的、補正前の限度額と
補正後の限度額、起債の方法、利率、償還の方法をそれぞれ明示したものでご
ざいます。先程ご説明したとおり本補正予算における起債の目的は、「地域公共
交通活性化事業」で、限度額を補正前の５４０万円から補正後は１０９０万円
とするものです。次に７ページの「地方債の前前年度末における現在高並びに
前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書」をご覧くださ
い。前前年度の平成２９年度末現在高、前年度の３０年度末の現在高見込額、
並びに当該年度・令和元年度末の現在高見込みにつきましては、それぞれ記載
のとおりです。以上、議案第９号「平取町一般会計補正予算（第８号）」につい
てご説明申し上げましたので、ご審議の程よろしくお願いいたします。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。３番
四戸議員。

３番
四戸議員

３番四戸です。デマンドバスの件については８月３０日の総務常任委員会、昨
日の全員協議会において数々の説明がございました。デマンドバスについては
４年半近く続いています。昨日もお話ししましたが、１２月の協議会では廃止
の方向で元年の９月までの予算を組んでいましたが、今回補正というこういう
形になりました。このような補正の組み方について私は矛盾を感じている１人
でございます。今後において、災害関係ややむを得ない場合を除いて、もう少
し早めに議会や委員会に説明なり提示をしていただきたいと思っております。
この点について管理者はどのような考えを持っていられるのか、副町長に伺い
を立てたいと思います。

議長 副町長。
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副町長 お答えいたします。デマンドバスの運行に関しましては、昨日の全員協議会、
それから８月の総務文教常任委員会にも、色々とこれに至った経緯等も含めご
説明をさせていただいたというところでございます。補正が遅れたということ
でございますけれども、私ども、補正のスケジュールとしては８月に一定のご
理解を得られれば、９月末というようなことでの運びになったんですけども、
昨日の全員協議会で更に詳しい説明をというようなことでしたので、ちょっと
補正の時期と皆さんにご説明する時期が非常にきついスケジュールになってし
まったということで、突然出たという様な印象を与えたことは非常に申し訳な
いことだというふうに思っております。ただ昨日もご説明をいたしましたけれ
どもデマンドバスの運行につきましては、当初、私どもも利用率ですとか今後
の平取町全体の町民の足の確保という視点でより理想的な交通体系を構築しよ
うということで、昨年１２月に庁舎内でもそういった確認をしながらデマンド
としては一応の今年の秋までの運行というようなことでの内容で予算も組んで
たということでございますけれども、色々と民間業者との協議の中で、私ども
の描いていたようなことにならないようなハードルがたくさん出てきたという
ようなことでございまして。こういう措置が、昨日も説明しましたがずっとと
いうことではなくて、もっともっと、さっき申しましたような平取町のあるべ
き足の確保の姿というようなものをやっぱり目指していくということは私ども
思っておりますので、当面的な措置としてこういったものを認めていただきた
いというようなことでの補正になっておりまして。それともう一つ、今説明に
もありましたけれども新しい交付金でこういったものを充当できないかという
ようなこともあって、その交付金の出かたといいますか、そういうものが昨日
も説明しましたけども色々やりとりの中で、非常にせっぱ詰まったような状況
になってしまったというなこともあって、今日の補正もそういったまだ財源と
して上がってきてませんが、これが今月末あたりで決まれば財源振替えをさせ
ていただきたいということもあって、その財源の確保についての、なんといい
ますか、確定の時期を待っていたというようなこともございましてこういう時
期になってしまったことは、非常に補正の時期としては相応しくないというと
ころもありましたけれども、是非そういう面についてご理解をいただければと
思っております。以上です。

議長 ほかに質疑はございませんか。９番鈴木議員。

９番
鈴木議員

９番鈴木です。昨日の全員協議会で伺うべきことだったかなと思っております
けど、一つ伺わせていただきたいと思います。この運行の中で今度新たに、例
えば振内地区では長知内～振内間、それから豊糠から荷負ですか、そういうか
たちで新しく路線が開設されるということで、実は今年の春にも幌毛志の方か
ら診療所へ通うのに非常に大変なんだという話がありまして、９月以降になる
ともう少しその地域内でそういうことにバスを活用できるそういう体制ができ
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るそういう運びになっているからという説明をしたんですけれども、形は思っ
てた形とは少しは違うかもしれませんけど、今回こういうかたちで路線変更の
中で、長知内から幌毛志そして振内へというのもデマンドバスが動くというこ
とでなりました。そのことを非常に歓迎するという考え方持ってます。それで
伺いたいのは、対象者に対していつ、どういう時間帯でということを含めて対
象者に対する説明といいますか、文書による見ればわかるという様な、広報で
簡単に説明するというだけではなくて、当事者に対するそういう説明というこ
とを文書で流していくというようなかたちで周知徹底するということが必要で
はないかなというふうに考えてますが、その辺についてはどの様にお考えなの
か伺っておきたいと思います。

議長 まちづくり課長。

ま ちづ く
り課長

今の質問にお答えしたいというふうに思います。今申上げていただいたとおり
デマンドバスについて、今回見直しということで一部変更するなかでご指摘の
部分で高齢者の利用も多いということから、変更については丁寧な説明が必要
かなというふうに考えております。文章ですとかその他の方法を検討しまして、
なるべく変更についてわかりやすくですね、ちょっとまだ具体的には詰まって
はいないんですが、周知できるように内部で検討を進めたいというふうに思い
ます。またそちらを公表する時期としましては、室蘭支局さんの運行許可が必
要となりますので、昨日もご説明申し上げたとおりなるべく急ぎたいと考えて
いるんですが、来年の１月を目途に新しい見直し案の運行ができるように事業
を進めて参りたいと考えております。以上でございます。

議長 ほかにありませんか。
（質疑なしの声）
これで質疑を終了いたします。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１１、議案第９号令和元年度平取町一般会計補正
予算第８号は原案のとおり可決しました。
日程第１２、議案第７号令和元年度平取町介護保険特別会計補正予算第１号を
議題とします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。

保 健福 祉
課長

議案第７号令和元年度平取町介護保険特別会計補正予算第１号についてご説明
いたしますので、２９ページをお開きください。令和元年度平取町介護保険特
別会計補正予算第１号は次に定めるところによるものとします。第１条、歳入
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歳出予算の補正でありますが、歳入歳出にそれぞれ１５５７万８千円を追加し、
歳入歳出予算の総額をそれぞれ５億９８７万８千円にしようとするものです。
第２項で、歳入歳出予算の補正における款項の区分及び当該区分ごとの金額並
びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表歳入歳出予算補正によるものとして
おります。それでは、歳入歳出予算事項別明細書の歳出からご説明いたします
ので３５ページをお開きください。１款１項１目一般管理費１３節委託料８０
万１千円の増額です。これは本年１０月から実施されます消費税率の引上げに
伴い介護保険システムの改修が必要となることから、その改修費を補正するも
のでございます。次に下段の６款１項２目に償還金を追加し２３節償還金利子
及び割引料１４７７万７千円の追加補正です。これは平成３０年度に概算交付
されました介護給付費地域支援事業費などの負担金等の額が確定したことに伴
い超過分を返還するものでございます。この負担金等のサービス内容につきま
しては、介護給付費は特別養護老人ホームなどの施設サービスや居宅介護サー
ビスにかかる分でありまして、また地域支援事業費については高齢者の介護予
防にかかる分となりまして、今回、国・道・支払基金などにそれぞれ超過分を
返還するものでございます。歳出は以上でございます。続きまして、歳入につ
いてご説明いたしますので３２ページをお開きください。１款１項１目第１号
被保険者保険料１節現年度分１５１万４千円の減額です。これは第１号被保険
者における第１段階から第３段階までの低所得者にかかる軽減措置拡充分など
の減額でございます。次に下段の３款２項５目に介護保険事業費補助金を追加
し１節介護保険事業費補助金４０万円の追加補正です。これは歳出の３５ペー
ジ上段でご説明いたしました介護保険システムの改修分でありまして、その改
修費用の２分の１を国が補助するものでございます。続きまして３３ページを
お開きください。４款１項２目地域支援事業交付金２節過年度分１０万６千円
の増額です。これは平成３０年度に支払基金から概算交付されました地域支援
事業の交付金の額が確定したことに伴い、不足分が追加交付されるものでござ
います。次に下段の７款１項４目低所得者保険料軽減繰入金１節低所得者保険
料軽減繰入金３４７万６千円の増額です。これは介護保険法施行令の一部改正
に伴いまして、本年１０月から実施されます消費税率の引上げによる増収分を
財源として、第１号被保険者における第１段階の軽減率を更に強化するととも
に、新たに軽減措置の対象を第２段階、第３段階にまで広げ低所得者における
介護保険料の軽減措置を拡充するものでありまして、その財源を一般会計の繰
出金に求めるものでございます。続きまして３４ページをお開きください。８
款１項１目繰越金１節繰越金に１３１１万円を増額して、国庫補助金などの特
定財源を充当しその不足財源を平成３０年度の繰越金に求めるものでございま
す。以上、議案第７号平取町介護保険特別会計補正予算第１号について、ご説
明申し上げましたのでご審議のほどよろしくお願いいたします。

議長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。
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（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本案について原案のとおり決
定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１２、議案第７号令和元年度平取町介護保険特別
会計補正予算第１号は原案のとおり可決しました。
日程第１３、認定第１号平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計決算認
定について、
日程第１４、認定第２号平成３０年度平取町各会計決算認定についてこれを一
括議題とします。監査委員から意見書並びに決算資料はお手元に配布したとお
りであります。
お諮りします。
平成３０年度平取町国民健康保険病院特別会計決算認定及び平成３０年度平取
町各会計決算認定については、決算審査特別委員会を設置しこれに付託して審
査をしたいと思います。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って認定第１号及び認定第２号については、決算審査
特別委員会を設置しこれに付託して審査することを決定しました。特別委員会
委員の選任につきましては、議会運営基準１１１先例１により監査委員を除く
全議員としております。このことから監査委員を除く１１名の議員の決算審査
特別委員会委員に指名します。以上のとおり指名することにご異議ありません
か。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、決算審査特別委員会の委員は議長が指名したと
おり決定いたしました。また、この決算審査を行うため本議会は地方自治法第
９８条第１項の権限を決算審査特別委員会に委任することを決議したいと思い
ますがご異議ございませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、平取町議会地方自治法第９８条第１項の権限を
決算審査特別委員会に委任することを決議しました。休憩いたします。直ちに
議員控室において決算審査特別委員会の開催を求めます。再開は１１時に再開
いたします。

   （休 憩  午前１０時３９分）
   （再 開  午前１０時５８分）

議長 それではちょっと時間早いですけど全員揃いましたので再開いたします。休憩
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中に開催されました特別委員会において、委員長及び副委員長の互選が行われ
その結果についてを報告いたします。決算審査特別委員会委員長には４番中川
委員、副委員長には５番木村委員といたします。以上のとおり互選された旨報
告がありました。よろしくお願いいたします。
日程第１５、報告第２号平成３０年度財政健全化判断比率及び資金不足比率に
ついて説明を求めます。総務課長。

総務課長 それでは報告第２号平成３０年度財政健全化判断比率及び資金不足比率につき
まして、ご説明申し上げますので議案の５７ページをお開きください。これは
地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条に基づき、健全化判断比率及
び資金不足比率に関して議会に報告するものです。５８ページをお開きくださ
い。上段の健全化判断比率ですけども、実質赤字比率、連結実質赤字比率はと
もに赤字がないことから算定されず、実質公債費比率と将来負担比率の報告と
なっております。括弧の中は備考に記載のとおり早期健全化基準値となってお
り、いずれかで基準値を超えた場合、財政健全化団体として自主的・計画的な
財政の健全化が求められることになります。実質公債費比率は地方自治体の一
般会計が負担している他会計の返済を含めた借金返済額がどの程度の大きさか
をみる指標で、平成２８年度から平成３０年度の３カ年度の平均値となってお
り、地方自治体の収入に対して実質的な借金返済がどの位あるのかの比率とな
ります。過去３カ年の平均数値により算出して国に報告することとなっており
ますけども、この数値が１８％以上となると地方自治体は地方債、起債を発行
するときに国の許可が必要となり、２５％以上になりますと単独事業に対して
の地方債が制限されることになりますが、平取町の平成３０年度の実質公債比
率は過去３カ年平均で４．４％となっております。平成２９年度の数値に比べ
て０．２ポイント上昇しているという状況です。続いて将来負担比率ですが、
これは将来負担すべき町の全体の借金額がどれだけの重みがあるかを見る指標
で健全化法に基づく新しい指標となっています。公営企業、一部事務組合や広
域連合等を含め一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対す
る比率となっており、例えばこの数値が２００％だとした場合に、２年分の標
準的な収入を全て借金返済に充てなければ全額返済できないという意味になり
ます。この数字につきましては全道の平均値が平成２９年度は５２．８％とな
っています。続いて下段の資金不足比率ですけども、公営企業を経営する地方
自治体は企業会計ごとに資金の不足額の事業規模に対する比率である資金不足
比率を毎年度報告しなければならず、この比率が１０％以上になった場合は企
業債の発行については許可制となり、２０％以上となった場合には経営健全化
計画を策定しなければならないとされています。平取町が報告する企業会計は、
国民健康保険病院特別会計と簡易水道特別会計となっていますけども、ともに
平成３０年度において資金不足比率は発生しておりません。今後の町財政の見
通しとして起債の償還額は増額となり、地方交付税は減額が予想され、基金の
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繰入れの増額の現状を考え合わせれば厳しい状況にありますので、そのことを
念頭に置き今後の町財政運営にあたって参りたいと考えておりますのでご理解
のほどよろしくお願いいたします。以上、報告第２号平成３０年度財政健全化
判断比率及び資金不足比率について報告とさせていただきます。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。１０
番藤澤議員。

１０番
藤澤議員

１０番藤澤です。ただいまの説明を伺った時に、特にこの将来負担比率につい
ては大ざっぱに一括りで言いますと１０年ぐらい前は０％であったと。道内で
も３０町村が０％を堅持していた。ところが７、８年前となりますと、１０・
２０・３０と、当然その頃は日高管内、この０％の時は日高管内は３０から６
０・９０と、あるいは苫小牧から胆振関係は１００から１５０・１８０と、大
変平取についてはいわゆる良い位置につけて頑張ってこられたと思いますが、
これから先の立ち話程度と言ったら失礼ですけども、役場も寿命、耐用年数も
過ぎたと、消防についても５０年だと、あるいは体育館だ町営住宅だと言った
時に、この１０年、これからの１０年についてそれは負担率に限らずですね、
すべての数値にどの様な結果が出るんだろうかという想定だけでもお聞かせ願
えればありがたいと思います。

議長 町長。

町長 それではお答え申し上げたいと思いますが、比率そのものが、ゼロに近いほど
望ましいわけでございますけれども住民のニーズに応えるためには、やはり色
んな事業を行うためには一般財源だけでは、これは答えることができないとい
う中ではやはり良質な起債をもって、そういった対応をしなければ住民サービ
スは答えられないという状況にございます。しかしながら今後、藤澤議員がお
っしゃったように公共施設も相当老朽化している中では、本当にこれは優先順
位を決めながら対応していかなければならないというふうに考えております
が、補正の中でも特に起債の残高については約７０億ちょっとありますけれど
も、簡単にざっくり言いますとですね、その半分３５億は良質な起債という様
なことで過疎債を求めておりますので、約３５億については交付税に算入され
るものでございますので、実質の真水の借金というのは３５億というふうに理
解をしていただきたいと思いますし、具体的に言えば毎年の償還の元利償還に
対して７割が交付税に算入されるということでございますので、そういう目安
を持っていただきたいと思います。しかしながら借金は借金でございますので、
これらについては慎重を期しながら今後とも緊急に対応することについては十
分、議会あるいは町民の方々とも十分協議をしながら、選択と周知の中で今後
も取り進めて参りたいというふうに考えておりますので、いずれにしても健全
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財政の中でいきたいと思いますし、また昨日、お話がございましたアイヌ新法
において、これまで一般財源約１億７千万ぐらい、町の財源を投資をしながら
やってございますけれども、そういったこれまで補助等を行っているものにつ
いてはできるだけこういった交付金に充当しながら、財源振替をしながら、そ
ういったやりくりをしながら台所を運営して参りたいというふうに考えてござ
いますので、いずれにしても慎重に健全化をしながら住民のニーズに対応して
参りたいというふうに考えておりますのでよろしくお願いしたいと思います。

議長 よろしいですか。ほかに質疑ございませんか。
（質疑なしの声）
これでなければ質疑を終了いたします。以上で日程第１５、報告第２号平成３
０年度財政健全化判断比率及び資金不足比率についてを終わります。
日程第１６、意見書案第４号森林・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・
強化を求める意見書（案）の提出についてを議題とします。提出議員からの説
明を求めます。６番櫻井議員。

６番
櫻井議員

６番櫻井です。提案趣旨について説明をいたします。林業・木材産業の成長産
業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案）、本道の森林は地球温暖化
防止、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、そのためには森
林資源の循環利用を進める必要があります。森林の整備を進め木材を積極的に
利用していくことは、山村地域を中心とする雇用所得の拡大による地方創生に
も大きく貢献するものです。道では森林の公益的機能の維持増進と森林資源の
循環利用の実現に向け様々な取組みを進めてきたところであります。今後、人
工林資源が本格的な利用期を迎える中、既存の制度や森林環境譲与税を活用し
た地域の特性に応じた森林整備の着実な推進や森林資源の循環利用による林
業・木材産業の成長産業化の実現に向けて施策の充実・強化を図ることが必要
であります。よって国においては次の措置を講ずるよう強く要望いたします。
１、森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村におけ
る雇用の安定化を図るため、森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定
的に確保すること。２、森林整備事業の都道府県・市町村負担分の起債を可能
とする地方債の特例措置を継続すること。３、森林資源の循環利用を通じて林
業・木材産業の成長産業化を実現するため、地域の実情を十分に踏まえ、森林
整備から木材の加工・流通、利用までの一体的な取り組みや、森林づくりを担
う林業事業体や人材の育成に必要な支援措置を充実・強化すること。以上、地
方自治法第９９条の規定により意見書提出いたします。提出議員は、私、櫻井
幹也、賛成議員は金谷滿議員、中川嘉久議員であります。提出先は衆参両院議
長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、経済
産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣であります。以上です。
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議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本意見書案について原案のと
おり決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１６、意見書案第４号については原案のとおり可
決しました。
日程第１７、意見書案第５号新たな過疎対策法の制定に関する意見書（案）の
提出についてを議題とします。提出議員からの説明を求めます。２番高山議員。

２番
高山議員

２番高山です。意見書案第５号、新たな過疎対策法の制定に関する意見書（案）
の提出について、上記議案を会議規則第１３条の規定により、次のとおり提出
するところでございます。それでは、提案趣旨について説明を申し上げたいと
思います。昭和４５年に「過疎地域対策緊急措置法」が制定されて以来、４次
にわたる特別措置の、措置法の制定により過疎地域に一定の成果を上げてきた
ところでございます。しかし森林の荒廃や災害等の発生により極めて深刻な状
況にあります。過疎地域は国土の過半を占め、豊かな自然を有するふるさとと
して災害の防止や森林による地球温暖化の防止など多大な貢献をしているとこ
ろでございます。現行の過疎地域自立促進特別措置法は、令和３年３月末をも
って失効することになりますが、過疎地域が果たしている機能を今後も維持し
ていくためには、引き続き、過疎地域に対して総合的、積極的な支援を充実・
強化し、住民の暮らしを支えていく政策を確立することが重要であります。よ
って、新たな過疎対策法の制定を強く要望するものであります。以上地方自治
法第９９条の規定により意見書を提出いたします。提出議員は、私、高山、賛
成議員は四戸正彦議員、櫻井幹也議員であります。提出先は内閣総理大臣、総
務・財務・農林水産・国土交通の各大臣であります。以上です。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本意見書案について原案のと
おり決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って、日程第１７意見書案第５号については原案のとおり可
決しました。
日程第１８、意見書案第６号「子どもの貧困解消」など教育予算確保・拡充と
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就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元、教職員の
超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書（案）の提出につ
いてを議題といたします。提出議員からの説明を求めます。２番高山議員。

２番
高山議員

２番高山です。意見書案第６号につきまして、「子どもの貧困」解消など教育予
算確保・拡充と就学保障、義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への
復元、教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の実現に向けた意見書（案）、
上記議案を会議規則第１３条の規定により次のとおり提出するところでござい
ます。提案趣旨について説明を申し上げたいと思います。義務教育費国庫負担
が２分の１から３分の１になったことで、非常勤の非正規教職員などが増加し、
正規教職員定数の未充足の状況になっており、教職員の増員の要求を行いまし
たが８年間の教職員定数改善計画は実現されませんでした。すべての教職員の
抜本的な超勤実態の解消となる基礎定数法改善による「第８次教職員定数改善
計画」の策定や、「３０人以下学級」など少人数学級の早期実現、全教職員によ
る協力・協働の「学校づくり」の具現化が今必要とされているところでござい
ます。子どもの貧困率も高く依然として厳しい状態にあります。生活扶助費の
切り下げによる就学援助制度の改悪や「給付型奨学金」は利用が限定され、有
利子「奨学金制度」を利用せざるを得ない状況であり子どもの「貧困と格差」
は解消されず、経済的理由で「教育の機会均等」は崩され、学習権を含む子ど
もの人権が保障されない状況となっています。このような状況の中、早急に実
効性のある教育予算の確保・拡充、就学保障の充実をはかるよう次の事項につ
いて要請をするところでございます。一つ、国の責務である教育の機会均等・
水準の最低保障を担保するため、義務教育費を無償とするよう、また、義務教
育費国庫負担制度の堅持、当面、義務教育国庫負担金の負担率を２分の１に復
元されるよう要請します。２、「３０人以下学級」の早期実現にむけて、小学校
１年生から中学校３年生の学級編成標準を順次改定すること。また地域の特性
に合った教育環境整備・教育活動の推進、住む地域に関係なく子どもたちの教
育を保障するため、義務標準法改正を伴う計画的な教職員の定数改善の早期実
現、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置の実現のため、必要な予算の確保・
拡充を図るよう要請します。３、給食費、修学旅行費、教材費などの保護者負
担の解消、図書費などの国の責任において教育予算の十分な確保、拡充を行う
よう要請します。４、就学援助制度・奨学金制度の更なる拡大など、就学保障
の充実に向け、国の責任において予算の十分な確保、拡充を図るよう要請しま
す。以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。提出議員は、
私、高山、賛成議員は萱野志朗議員、井澤敏郎議員でございます。提出先につ
きましては、内閣総理大臣、衆参両議長、総務・財務・文部科学・内閣特命担
当（地域創生規制改革）の各大臣でございます。以上です。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
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（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本意見書案について原案のと
おり決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１８、意見書案第６号については原案のとおり可
決しました。
日程第１９、意見書案第７号地方財政の充実・強化を求める意見書（案）の提
出についてを議題とします。提出議員からの説明を求めます。２番高山議員。

２番
高山議員

２番高山です。意見書案第７号地方財政の充実・強化を求める意見書（案）、上
記議案を会議規則第１３条の規定により次のとおり提出します。提案趣旨につ
いて説明申し上げたいと思います。地方自治体は子育て支援の充実、保育人材
の確保、高齢化の進む医療・介護の対応、人口減少対策、防災・減災等、多く
の政策課題に直面しています。一方、公的サービスを担う人材の確保を進める
とともに、各種課題に取り組むべき地方財政の確立を目指す必要に迫られてい
るところでございます。政府の２０１９年の地方財政計画では過去最高水準と
なりましたが、一般財源増額分も、幼児教育の無償化などの対応のため、社会
保障関連をはじめとする地方の需要に対応するためには、さらなる地方財政の
充実・強化が求められています。そのために、政府に次の事項の実現を求める
ものであります。１、社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減
少対策など、増大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに対応し得
る地方一般財源総額の確保をはかること。２、２０２０年度から施行される会
計年度任用職員制度の構築・適用にあたっては、運用にあたっては、改正法の
主旨である処遇改善を行うための財源が必要であり、その確保を確実に行うこ
と。３、子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステム
の構築、生活困窮者自立支援、介護保険制度や国民健康保険制度の見直しなど、
急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障関連予算の
確保及び地方財政措置を的確に行うこと。とりわけ、幼児教育の無償化に伴う
地方負担分の財源確保を確実に行うこと。４、「まち・ひと・しごと創生事業費」
として確保されている１兆円について、引き続き同規模の財源を確保すること。
５、森林環境譲与税の譲与基準については、地方団体と協議を進め、林業需要
の高い自治体への譲与額を増大させるよう見直しを行うこと。６、地方交付税
における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模・企業規模
の差異、各自治体における検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して
経費を算定するものであり廃止にむけて検討すること。地域間の財源偏在性の
是正のため、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への税源
移譲を行うなど、根本的な解決策の協議を行うこと。同時に各種税制の廃止、
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減税を検討する際には自治体財政に与える影響を十分検証した上で代替財源の
確保をはじめ、財政運営に支障が生じることのないよう対応をはかること。８、
地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定
特例の終了を踏まえた新たな財政需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補
正の強化などの対策を講じること。９、２０１９年度の地方財政計画では依然
として４兆円規模の財源不足が生じていることから、地方交付税の法定率を引
き上げ臨時財政対策債に頼らない地方財政を確立すること。１０、自治体の基
金残高を地方財政計画や地方交付税に反映させないこと。以上、地方自治法第
９９条の規定に基づき意見書を提出いたします。提出議員は、私、高山、賛成
議員は四戸正彦議員、櫻井幹也議員でございます。提出先につきましては、内
閣総理大臣、内閣官房長官、総務・財務・経済産業・厚生労働・内閣府特命担
当（地方創生規制改革）、並びに（経済財政政策）、各大臣でございます。以上
です。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論ありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本意見書案について原案のと
おり決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第１９、意見書案第７号については原案のとおり可
決しました。
日程第２０、意見書案第８号北海道最低賃金改正等に関する意見書（案）の提
出についてを議題とします。提出議員からの説明を求めます。４番中川議員。

４番
中川議員

意見書（案）の朗読をもって説明に代えさせていただきます。北海道最低賃金
改正等に関する意見書（案）、北海道最低賃金の引き上げは、ワーキングプア解
消のための「セーフティネット」の一つとして最も重要なものです。道内で働
く者の暮らしは依然として厳しく、２０１８年の実質賃金も大半の月でマイナ
スとなっています。特に、年収２００万円以下の所謂ワーキングプアと呼ばれ
る労働者は道内でも４１．３万人と、給与所得者の２４．７パーセントに達し
ています。また、道内の全労働者２３３万人の内、３７万人を超える方が最低
賃金に張り付いている実態にあります。労働基準法第２条では、「労働条件の決
定は労使が対等な立場で行うもの」と定めていますが、現状では最低賃金の影
響を受けることから、非正規労働者は労働条件決定にほとんど関与することが
できません。２０１０年、政府、労働界、経済界の代表等でつくる政府の「雇
用戦略対話」において、「最低賃金は、できる限り早期に全国最低８００円を確
保し景気状況に配慮しつつ、２０２０年までに全国平均１，０００円を目指す」
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と合意しています。北海道地方最低賃金審議会の答申書においても、全国平均
１，０００円に向けた目標設定合意を５年連続で表記しました。最低賃金が上
がらなければ、働く多くの方の生活はより一層厳しいものとなり、ひいては北
海道経済の停滞を招くことにつながりかねません。つきましては、北海道労働
局及び北海道地方最低賃金審議会においては、今後の北海道最低賃金の改正に
当たって以下に留意するよう強く要望します。１、「２０２０年までに全国平均
１，０００円をめざす」という目標を掲げた「雇用戦略対話合意」、「経済財政
運営と改革の基本方針」および「未来投資戦略」、さらには「ニッポン一億総活
躍プラン」を十分尊重し、経済の自律的成長の実現に向けて最低賃金を大幅に
引き上げること。２、厚生労働省のキャリアアップ助成金など各種助成金を有
効活用した最低賃金の引き上げを図ること。同時に、中小企業に対する支援の
充実と安定した経営を可能とする実効ある対策をはかるよう国に対し要請する
こと。以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。提出議員
は私、中川でございます。賛成議員は金谷議員、木村議員でございます。提出
先は、北海道労働局長、北海道地方最低賃金審議会長、以上でございます。ご
審議のほどよろしくお願いいたします。

議長 説明が終わりましたのでこれから質疑を行います。質疑はありませんか。
（質疑なしの声）
質疑なしと認めます。次に討論を行います。反対討論はありませんか。
（討論なしの声）
討論なしと認めます。それでは採決を行います。本意見書案について原案のと
おり決定することに賛成の方は挙手願います。
（賛成者挙手）
挙手多数です。従って日程第２０、意見書案第８号については原案のとおり可
決いたしました。
日程第２１、承認第１号平取町議会議員の公務出張にかかる派遣承認について
を議題とします。
お諮りします。
別紙のとおり関係議員を公務出張派遣することにご異議ございませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って日程第２１、承認第１号については別紙のとおり
関係議員を公務出張派遣することに決定いたしました。
お諮りします。
承認第２号閉会中の継続審査の申し出についてを日程に追加し、追加日程第１
として議題としたいと思います。ご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って承認第２号を日程に追加し、追加日程第１号とし
て議題とすることに決定しました。
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追加日程第１号、承認第２号閉会中の継続審査の申し出についてを議題としま
す。議会運営委員会委員長、各常任委員会委員長及び各特別委員会委員長から
それぞれの委員会において所管事務調査等について、閉会中に継続審査及び調
査を実施したい旨の申し出がありました。申出書はお手元に配布したとおりで
ございます。
お諮りします。各委員長からの申し出のとおり閉会中に継続審査及び調査等を
実施することにご異議ありませんか。
（異議なしの声）
異議なしと認めます。従って、各委員長からの申し出のとおり、閉会中に継続
審査及び調査等を実施することに決定しました。以上で議案の審議が終了いた
しました。本定例会に付された事件の審議状況を報告いたします。議案９件で
原案可決８件、同意１件。認定２件で、特別委員会付託２件。報告７件で承認
２件。採択４件、報告１件。意見書案５件で原案可決５件。承認２件で決定２
件。これで本日の日程はすべて終了いたしました。会議を閉じます。令和元年
第８回平取町議会定例会を閉会いたします。お疲れさまでございました。

（閉 会 午前１１時３２分）


